
外部評価結果総括表

事業所名 グループホーム チアフル 音明かり
詔 面確 テ置日 2006年 11月25日

評価機関名 特定非営利活動法人HEART To HEAR丁

I 運 営理念

域領 評価項目数
できている強

目教

収者が必要
な項 目数

芋唱酌がな寵

な項 目数
運宮理念 ・運宮理念の啓発 :

特
記
事
項

基本理念は、「生きているつてすてきと思える家に 自分らしく誇りを保ち、自分でやれる喜びと達成感のある暮らしのサ
ポートを基本とします」「1ョ自己決定を大切にします。2.自立支援をはかります。3.値性を尊重します。4.お年寄りの生きてこ
られた人生 価値親を大切にします。5.お年寄りの気持ち、体を傷つけること1ま絶対許しません。6ぅ家族、地域との連携を
大切にします。」と定めている。管理者は職員に「グループホーム1ま、施設で1まない家だから」と伝えている。リーダー会、
ミーティングに参加し直接職員に伝え浸透を図るとともに、入居者や職員の状況により問いかけ考えながら見直し共有化
を図つている。児童館、小学校で保護者の方に直接話をしたり、地域の方やボランティアの方に夏祭り、運動会などの行
事参加を積極的に呼びかけている。地域からのボランティア参加も増えている。

I生 活空間づくり

域領 評価項目数
できている填
目数

改善が必安
な項 目数

判断がイヽ寵

な項 目数
家庭的な生活環境づくり 0

心身の状態に含わせた生活空間づくり 0

特
記
事
項

居室に園まれて中央にホールを配置し食堂兼居問となっている。天丼を高くとつている。窓が高い位置にもあリキ当日は初
冬であつたが天気が良く場がさしこむ時爾帯は暖房が無くても暖かい。全員が座れるソファーにFま手製のカバーを掛けて
いる。ピアノも置かれ、L字型に全員が座れる量のベンチがある。床暖房を設備している。台所は調理合、IHヨン題が中央
にありみんなで囲んで作業ができる。居室内は、持ち込み自由で、ベッド、タンス、籐のイスを置いたり、出窓にrよ、家族の
写真や自分で作つた作品が置かれている。全体rまバリアフリーに配慮し要所に手すりを設置している。トイレは4ヶ所ありう
ち一つ1ま男性用も設置している。

亜 ケアサービス

領 域 評価項 目数
できている項
目教

改音が必安

な項 目数

半1断が不能
な項 目数

ケアマネジメント :

ホーム内での
くらしの支援

の基本の実行 0

日常生活行為の支援 10 10 0

―ム内生活拡充支援 0

室療 ・健康支援

地域での生活支援 1 0

家族との交流支援 1 :

特
記
事
項

援助目標として『安心して寝ていただく」ケア内容は「本人が落ち着くまでそばにいて話をきく」「本人のいままでの生活を話
し、物が無くなつていない事を伝える」をあげ、毎日の生活記録にケアプランを載せ、実施したものをOを つけチェックする
ようにしている。休憩室のロッカーに、ケアプランをコピーしたものを強り支援方法の共有化をはかつている。数人の入居者
と1日おきの食材買い物1まスーパーの職員の協力を得ながら入居者が、財布から支払いをしている。児童館に出かfすた
り、週1回喫茶店のモーニングに出かけたり、月1回遠足を実施している。11月 は岐阜河川環境楽園センターに出かけて
いる。花明かり、友明かりといつしょに3ユニット合同で夏祭り、運動会を駐車場で行い、地域の方や家族がたくさん参加す
る場を作つている。毎日グループホームの商側にある神社にお参りして、散歩する事が日課になつている人や、おやつ作
りが大好きな人が、訪問時に鬼録頭を手作りしてくれたり、入居者がそれぞれ楽しみを持つた生活を送ることができるよう
支援している。家族の宿泊rま、:週間前に申し出があれば、食事代のみで宿泊できる。

IV運 営体制

領 域 評価項目数
できている項

目数

収 言 か 必 景

な項目数
判 齢 乃` 今 罷

な項目数
内部の運営体制 10 0

情 報 コ硝 談 ・言情 0

本一ムと家族との交流 0

本一ムと地域との交流 1

特
記
事
項

法人代表と管理者が夫婦で運営管理の中心を担つている。ユニットリーダーtま娘である。管理者自ら認知症の研修会、勉
強会に積極的に参加し、ケアーサービスの向上に努めている。職員も1人年3国ぐらい外部研修を受講し、研修報告書を作
成して回覧している。骨折で入院してグループホームに戻れなかつた方には、バックアップ施設として提携している老人保
健施設に入所できるように手続き等を支援した事例がある。家族会は年2回実施し、昼食をとりながら家族とおしゃべりをし
て家族交流を実施している。3つユニットの合同で、認知症について講師を依頼して議習会も行つた。毎月習宇、お経、手
芸、ヨーラス、太極拳、大正琴のボランティアが訪れている。

て

理者が実母を介護する中で、本当の楽しみを見つfする事で認知症の症状がよくなつた体験を通して、その人らしさが見つ1すられ
場所を提供したい思いから3年5ヶ月前、管理者夫婦が居住する地域内に平屋建てのホームを建設した。ホームは、神社や民家
数件ある田園地域にある。地域住民からの反対1ま無く、内覧会に1ま、多くの人が訪れた。2年前に1よ、「花明かり、友明かり」

ニットの2階 建道路を挟んで所に建設した。起床時問はまちまちで早く起きた入居者tま朝食までの時間をヨーヒーなどを飲んで過
ごしている。家族から「ちゃんど付けの希望が出たケースもあるが『年上の方に対して夫ネとになります」というホームの方針を伝えて
るヽ。果樹国には、みかん、いちじく、さくらんば、柿、棄園には、ブ甲ツコリー、もち実を育て収穫し、食材に使用している。以前膝
痛くて車いす移動だつた方が、散歩、膝の運動、食事内容の工夫で、歩けるようになつた。一人ずつを主役にすることを大切に
いる。おやつ作りが大好きな人を主役に鬼霞頭をつくりみんなでおやつにしていただく場面がみられた。管理者は、認知症と共

こ地域で生きていける町づくりを広tずていくため「そしてあたたかい笑顔で、楽しく生きる社会」をテーマに平成17年9月NPO法 人
くわの実」を設立した。地域の介護家族などが集まつて気軽に話し合える場を提供する活動を目指している。



I 運 営理念

1 . 運

管理者は、認舞症対応型共同生活介融 下「グループホーム」という。)に関わる法

令の意義を理解しており、これを自らが所属するグループホーム(以下「ホームどという。)

の運営上の方針や目標等に具体化し、介渡従業者に日常的に話している。

ボ=貢覆覇委覇妻覇専韓諦専事瑳顧雇醸動頭頭戸三ニムの見やすいところに明示し、
かつ、入居者及びその家族等に分かりやすく説明している。

の説明文書及び契約書に分かりやすく示し、かつ、

入居者及びその家族等に説明し同意を得ている。

の啓発

示=貢覆霊覇覇葬覇露覇扇悪覇膏覇孫覇萩頭京預褒藤諒書4する運営理念の啓発・広

報に取り組んでいる。(本―ムの説明会、ホーム便り等)

正 生活空間づくり

な

せず、入居者や家族が入りやすく、近違和感や威圧感を感じさせず、入居者や家族か八りやすく、近際の4王氏も訪松雫つV

よう、玄関まわりや建物の周囲に、家庭的な雰囲気づくりの配慮をしている。(玄関まわり

に草花を植える、親しみやすい表札をかける等)

な雰囲気を有しており、調度や設備、物晶や装飾も家庭的である。

あ再疋再蒋評誘革=顧肩夢夢証張面扇万て天雇者同士で自由に過ごせるよ

うな居場所を確保している6

居室に頑〔使いi賛れた家具や生活用晶、装飾晶等が持ち込まれ、安心して過ごせる

場所となっている。

2ぉ心身の状態にあわせた生活空間づくり できている 改善が必要 判断不能

0 身 体機能の低下を補う配慮

O

だけ自立した生活を送れるよう

にするための設備や工夫がある。(すべり止めや要所への手すり等の設置、溶槽・便座・

抗し台等の使い勝手あ工夫、物千し等の高さの調節等)

O場 所間違い等の防止策 __

O
職員は、入居者一人ひとりがホーム内の場所が分かるかを把握しており、家庭的な雰

囲気をこわさずに、歩所の間違いや分からないことでの混乱を防ぐための工夫をこらして

いる,(トイレや部屋の爵印等)

還

O
=天雇霜覇弱評葬ぎ声て暮墓麗亥悪覇雇丁吾あ研語蕗頭事との]曇さに酉己慮している。(テレビ、
職員の会話のトーン、照明の強度、まぶしさ、ヨ射し等)

び憂気・空調の配慮

O
気になる臭↓ヽや空気のよどみがないよう1言〔換気を適宜行つている。また、冷援房の温

度調節は、冷やし過ぎや援め過ぎがないように適切に行つている。



こつくところに設置している。

る翻r染みの物品を用意し、本人の経験や状況に応じて提

供している。(ほうき、たらい、裁縫道具、大工道具、園芸用晶、趣味の品等)

証 ケアサニビス

1,ケアマネジメント

アセスメントに基づいて、八居者主体の目標を立て、入居者一人ひとりの特徴を踏まえ

た具体的な介護計画を作成しているa

、すべての騒員の気づきや意見を採り入れて作つており、すべての職員カ

計画の内容を知ることができる仕組みを作つてlv lる3

ながら作成している。

介護計画に実施期間を明示して、その期間が終了する際に見直しを行うことはもとより、

状態変化に応じた随時の見直しを行つている。

画に反映させるため、八

に記録している3

職員の申し送りや情報伝達を確実に行い、重要な″点はすべての職員に伝わる仕組み

を作っている。

―ムケアのための

チームとしてケアを行う上での るため、すべての職員で、定期的に(緊

条件がある場合にはその都度)会議を開催し、活発に意見交換を行って合意を図つて彩

る。

ホーム内でのくらしの支援

(1)介護の基本の実行

番号 評 価 項 目 できている 改善が必要 判断不能

〇入居者一人ひとりの車重

O

職員は、常に入居者一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損ねるような言

葉かけや対応を行つていない。(入居者一人ひとりの違いの尊重、さりげない介助、プラ

イベートな場所でのなL儀、本人の返容能力に応じた質問方法、本人が思つている「現

実」を否定しない等)

○職 量の積やかな態度

O
職員の言葉かけや態度はP/Dつたりしており、やさしい雰囲気で接している。

O入 居者一人ひとりの過去の経験を活かしたケア

O

入居者一人ひとりの生まれてからこれまでの生活歴、本人にとつて大切な経験や出来

事を知り、その人らしい暮らしや尊厳を支えるためにそれを活かしている。



O入 居者のペースの尊重

O

職員は、職員側の決まりや都合で業務を進めていく態度ではなく、入居看が自由に自

分のペースを保ちながら暮らせるよう1こ支えている。

代 の の へ の

O

職員は、入居者一人ひとりが自分で決めたり希望を表したりすることを大切にし、それ
らを促す取組を日常的に行つている。(選んでもらう場面を作る、選ぶのを待つ等)

O一 人でできることへの配万

O

目立支援を図るために、入居者の1できるとと、できそうなこと」については、手や 日を種
力出さずに見守つたリー緒に行うようにしている。(場面づくり、環境づくり等)

Oど 東のないケアの

O

身体拘束は行わないということをすべての職員が正しく認識しており、身体約束のない

ケアを実践している。

O かけない工

O

入居者の自由な暮らしを支え、入居者や家族等に心理的圧迫をもたらさないよう、日
中は,玄関に鍵をかけなくてもすむような配慮をしている。やむを得ず鍵をかける場合
は、その根拠が明白で、その理由を家族に説明している。(外出の察無、外出傾向の把
握、近所の理解・協力の促進等)

螢食器を使つており、茶碗や湯呑み、箸等は、入居看一人ひとりが使杉W贋れた

もの'こしている。

一人ひとりの坦曙等の身体機能や便秘・下痢等の健康状態にあわせた調理方

法としつつ、おいしそうな盛り付けの工夫をしている。

入居者一人ひとりの摂取カロソーや水分摂取量、栄養バランスを、
一 日全体を通じて

おおよそ把握している。

員も入居者と同じ食事を一緒に楽しんで食べながら、食べ方の混乱や食べこぼし

に対するサポートをさりげなく行つている。

おむつをできる限り使用しないで済むように、八居者一人ひとりの拶卜泄パターンを
し、トインでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っている。

の誘導 考ド助や確認、失禁の対応は、不安や差恥心、プライバシーに配慮して行
つている。

一人ひとりの

入居者一人ひとりの帝望をこあわせ、くつろいだ入浴ができるように支援している。(韓闘
帯、長さ、回数等)



工 整 容

O理 実容院の利用支援

O

入居者一人ひとりの希望にあわせて、理美容院の利用を支援している。(カット、パー

マ、染め、セット等)

Oプ ライドを大切にした整容の支援

O

整容の乱れ、汚れ等に対し、プライドを大切にしてさりげなくカバーしている6(髭 、着

衣、履き物、食ベヨゴし、日の周囲等)

オ 睡 日屋・伝

O安 眠の支

O

入居者一人ひとりの睡眠のパターンを把握し、夜眠れない入居者には、1日の生活リズ

ムづくりを通した安眠策を取つている。

( 3 )生活 支援 できている 改善が必要 判断不能

40

O金 銭管理の支援

O

入居者が自分でお金を持つことの大切さを職員が分かっており、母常の金銭管理を本
人が行えるよう、入居者一人ひとりの希望や力量に応じて支援している。

(4)ホーム内生活拡充支援
〇ホーム内の役割 B楽しみごとの支援

O

ホーム内で入居者丁人ひとりが楽しみごとや出番を見い出せるよう易面づくり等の支援
を行つている。(テレビ番組、通刊誌、園芸、食器洗い、掃除、洗濯物たたみ、小動物の

世話、新聞取り等)

(5)E 封の受 の できている が必要 判断不

〇医療関係者への相談

O

心身の変化や異常発生時に、気軽に相談できる医療関係者を確保している。(医師、

科医師、保健師、看護師等)

43

ユ期退院に向けた医療機関との実

○
入院した場合、早期退院のための話しあいや協力を医療機関と行つている。

O j 診断の

O
年に最低1回は、健康診断や医師の指導を受けられるように支援している。開設聞もな

いホームは、健康診断を受けられる準備や体allを整えている。

(6)心身の機能回復に向けた

O冴 の 者

O

認知症の人の身体面の機能低下の特徴(筋力低下、平衡感覚の悪化、曝下機能の低
下等)を理解し、買い物や散歩、調理、楽しみごと等の日常生活の中で自然に維持・角
上するように取り組んでいる。

,同士の

Oト ラフルヘの対応

O

職員は、入居者同士のけんかやトラブアンの原因を把握し、必要な場合にはその解消に

努め、当事者や他の入居者に不安や支障を生じさせないようFこしている。

(3)垣臣す 理

0回 腔内の

O

入居者の力を引き出しながら、日の中の汚れや臭いが生じないよう、日控の清潔を日
常的に支援している。(歯磨き・入れ歯の手入れ・うがい等の支援、出血や炎症のチェツ
ク等)

48

O服 薬の支

O

職員は、入居者が使用する栗の目的や副作用、用法や用量を承知しており、入居者
一人ひとりが医師の指示どおりに服薬できるよう支援し、症状の変化を確認している。



O緊 急時の手当

O

入居者のけが等の緊急時に、職員は応急手当を行うことができる。(けが、骨折、発
作、のど詰まり等)

○感染症対策

O

感染症に対する予防や対応の取り決めがあり、実行している。(インフルエンず、折癖、
肝炎、MRSA等 )

3.入居者の で の

入居者が、ホームの中だけで過ごさずに、積極的に近所に出かけて楽しめるような雰
囲気を作つている。(買い物、散歩、近隣訪間、集会参加等)

4 . 入 との

ごせるような雰囲気を作つている。(来
やすい雰囲気、歓迎、関係再構築の支援、湯茶の自由利用、居室への宿泊のしやすさ
等〉

W運 営体制    ‐

1 の

番 号 評 価 項 目 できている が必要 判断不

章の

O

法人代表看及び管理者は、ケアサービスの質の向上に熱意を持ち、それぞれの権眼

や責径をふまえて、共に取り組んでいる。

の の
一之

O
介護従業者の採用、運営方法、入居者の受入れや入居継続の可否については、職員

の意見を聞いている。

2t職員の確保t育成

口巧 価  項   目 できてい々 野が必要 判断不

の状態に応じ の

O
入岩者の状態や生活の流れを支援するために、これに即した職員の動務ローテーシ

声ンを組んでいる。 i

O継 続的な研修の霊議

O
職員が、採用時、フオローアップ等それぞれの段階に応じた研修を受講し、その内容

をすべての職員に周知している。

Oス トレスの解 の

O
職員の業務上の悩みやストレスを解消する方策を採り入れている。(外部者と接する機

会、職員相互の親睦t悩みの聴取、スーパーパィザーの導入等)



3.入居時及び退居時の対応方針

番号 評 価 項 目 できている 改善が必要 判断不能
の 入属 者 の 凍 〒 の F―め の 構 討

O

グループホームに適した入居対象者であるか、十分に検討している。(介護保険被保
険者証、診断書、入居申請に至る経過、生活や対人関係、入居者・家族の希望等)

○退居の支援

O

退居は、契約に基づくとともにその決定過程が現確である。また、入居者や家族に十

分な説明を行った上で、納得のいく退居先に移れるように支援している。退居事例がな
い場合は、その体制がある。

4.衛生J安全管理

Oホ ーム内の宿生管理

O
ホーム内の清潔や衛生を保持している。(食品、布 「lB、包丁、まな板、冷蔵庫、洗濯機

等)

〉注 意 の 必 撃 な物 品 の 保 管 '管 理

O

薬や洗剤、刃物等の注意の必要な物品については、保管場所、管理方法等を明確に

取り決め、かつ、そのとおりに実行している。

O事 故の報告書と活用

O

けが、転倒、窒″昌、、意識不明、行方不現等の緊急事態が発生した場合、事故報告をま
とめており、サービスの改善につなげている。(再発防止の話しあい、今後に活かす意義
づけ等)

5.情報の開示・提供

番号 評  価  項 目 できている 改善が必要判断不能

○調査等の訪間に対する対応

O
介護相談員や評価rtS査員等の訪闘時には、情報を積極的に提供している。

目談 B書精への対応

O 目談 コ音情受付の明示

O

相談や苦情を受け入れるホーム側の窓国及び職員が明確であり、入居者及び家族に
その利用の仕方を文書と日頭で繰り返し伝えている。

7ヵ本一 の交j

族が、気がかりなことや、意見、希望を職員に気軽に伝えたり相談したりできるよう
に、面会時の声かけ、定期的連絡等を積極的に行つている。

に、入居者の暮らしぶりや 日常の様子を定期的、具体的に伝えている。く1たより」
の発行や行事どデオの上映、写真の送付等)

入居者が金銭の管理ができない場合には、その と相談の上定めてお

り、家族に定期的にその出納を明らかにしている。



8.ホーム の

を密 にとり、 に受託している。

びに来たり立ち寄つてくれたりするよう1こ

入居者の生活の がりのために、 1辺地域の話施設から協力を得ることができ
(商店、福祉施設、警察、消防、文化教育施るよう、理解を拡'デる働きかけを行っている。

設等)

入居者のケアに配慮しつつ地域に開放している。(痴呆の理解や関ホームの機能を、入活者のケアに配慮しつつ地域に開放している。(痴未の埋雑マ桜

わり方についての相談対応・教室の開催、家族。ボランティア等の見学・研修の受入れ

※(1)「管理者』には、管理者不在の場合にこれを補佐する者を含む.

(2)「職員」に1よ、管理者及び非常勤職員を含む」


